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１
基
に
つ
き
、
購
入
額
の
２
分
の
１
の

額
（
上
限
２
０
︐
０
０
０
円
）。

な
ぜ
生
ご
み
の
減
量
が
必
要
か

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
の
中
で
６
割

以
上
を
占
め
る
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
の
う

ち
、
そ
の
多
く
は
＂
生
ご
み
＂
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ご
み
減
量
の
た
め
に
は
、
生
ご

み
の
減
量
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、

ご
み
の
焼
却
量
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
り
、

焼
却
灰
（
ば
い
じ
ん
）
埋
立
て
に
よ
る
最

終
処
分
量
も
減
少
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

と
こ
ろ
▼
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

　

そ
の
他
▼
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
相
談
の
時
間
に
つ
い
て
は
、

日
程
調
整
後
、
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す

（
相
談
時
間
は
約
40
分
）。
母
子
手
帳
、
身

体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
サ
ポ
ー
ト

手
帳
、
診
断
書
、
お
子
さ
ん
の
作
品
な
ど
、

参
考
に
な
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
▼
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
６
月
21
日
㈮
ま
で
に
学
校

支
援
課（
〒
363
―
0012　

末
広
２
―
８
―
29
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
申
込
書
は
、

教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
学
校
支
援
課

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
夏
休
み
期
間

中
の
保
育
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

勤
務
場
所
▼
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
市

内
各
小
学
校
区
）

　

勤
務
日
時
▼
７
月
中
旬
～
８
月
末
日

月
～
土
曜
日
（
週
３
～
５
日
程
度
）

午
前
７
時
30
分
～
午
後
７
時
（
シ
フ
ト

制
：
１
日
５
～
８
時
間
）

　

年
齢
▼
18
歳
以
上
（
高
校
生
不
可
）

　

募
集
人
員
▼
15
人
程
度

　

申
込
み
方
法
▼
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

持
参
の
う
え
、
保
育
課
へ
提
出

　

詳
し
く
は
詩
保
育
課

　

市
で
は
子
育
て
中
の
人
や
、
こ
れ
か
ら

子
育
て
を
さ
れ
る
人
の
情
報
誌
と
し
て
、

「
子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
平
成
25

　

学
校
給
食
運
営
委
員
会
の
会
議
を
開
催

し
ま
す
。
傍
聴
ご
希
望
の
人
は
、
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数

を
制
限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

①
第
１
回
学
校
給
食
運
営
委
員
会
専
門
部

会
︵
物
資
選
定
部
会
︶

　

と
き
▼
７
月
５
日
㈮
午
後
３
時

　

と
こ
ろ
▼
桶
川
公
民
館
大
集
会
室

②
第
２
回
学
校
給
食
運
営
委
員
会

　

と
き
▼
７
月
26
日
㈮
午
後
３
時

　

と
こ
ろ
▼
桶
川
公
民
館
大
集
会
室

　

詳
し
く
は
詩
学
校
支
援
課
︵
桶
川
市
学

校
給
食
運
営
委
員
会
事
務
局
︶

年
度
版
）
」
を
刷
新
し
ま
し
た
。
子
ど
も

に
関
す
る
保
健
、
福
祉
、
保
育
、
医
療
な

ど
を
中
心
に
、

医
療
機
関
や

公
園
な
ど
も

掲
載
し
て
お

り
ま
す
。
子

ど
も
の
成
長

と
と
も
に
読

み
進
め
て
い

く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

設
置
場
所
▼
こ
ど
も
支
援
課
・
分
庁

舎
・
保
健
セ
ン
タ
ー
・
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
・
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
い
ず
み

の
学
園
・
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
分

室
・
児
童
館
・
公
民
館
・
教
育
委
員
会
・

西
口
連
絡
所
お
よ
び
東
部
連
絡
所

　

詳
し
く
は
詩
こ
ど
も
支
援
課

　

障
害
や
発
達
の
遅
れ
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
幼
児
な
ど
の
生
活
や
就
学
に
関
す
る
こ

と
を
中
心
に
、
教
育
上
の
悩
み
や
不
安
が

あ
る
保
護
者
の
た
め
の
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
、

厳
守
し
ま
す
。

　

対
象
▼
来
年
４
月
就
学
予
定
児
童
の
保

護
者

　

と
き
▼
８
月
２
日
㈮

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
夏
休
み
指
導
員

募
集

就
学
相
談
会
の
お
知
ら
せ

子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
︵
平
成

₂₅
年
度
版
︶
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
︒

学
校
給
食
運
営
委
員
会
専
門
部
会

︵
物
資
選
定
部
会
︶お
よ
び
学
校
給
食

運
営
委
員
会
公
開
の
お
知
ら
せ

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
の
減
量

化
を
図
る
た
め
、
生
ご
み
処
理
容
器
（
コ

ン
ポ
ス
ト
）
お
よ
び
生
ご
み
減
量
化
機
器

（
電
気
式
な
ど
）
を
購
入
し
て
設
置
す
る

人
に
補
助
を
し
ま
す
。

　

補
助
金
を
受
け
る
た
め
の
条
件
▼
次
の

①
～
④
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に
居
住
し
て

い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
事
業
所
は
除
く
。

②
生
ご
み
処
理
容
器
な
ど
の
利
用
に
よ
り

桶
川
市
教
育
委
員
会
第
６
回
定
例
会

家
庭
用
生
ご
み
処
理
容
器
等
購
入
費

補
助
金
交
付
制
度
の
ご
案
内

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
の
減
量
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

③
た
い
肥
化
さ
れ
た
生
ご
み
を
、
た
い
肥

と
し
て
自
家
処
理
で
き
る
こ
と
。

④
生
ご
み
処
理
容
器
な
ど
を
常
に
良
好
な

状
態
で
維
持
管
理
で
き
る
こ
と
。

　

補
助
金
交
付
額
▼
１
世
帯
あ
た
り
次
の

ア
ま
た
は
イ
の
い
ず
れ
か
１
基
で
、
購
入

日
か
ら
５
年
以
内
の
も
の

ア　

生
ご
み
処
理
容
器

　

１
基
に
つ
き
、
購
入
額
の
２
分
の
１
の

額
（
上
限
３
︐
０
０
０
円
）。

イ　

生
ご
み
減
量
化
機
器

　

ま
た
、
生
ご
み
処
理
機
な
ど
に
よ
り
、

生
ご
み
を
た
い
肥
化
し
自
家
処
理
す
る
こ

と
で
、
資
源
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

～
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
～

　

詳
し
く
は
詩
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

　

と
き
▼
６
月
26
日
㈬
午
後
２
時

　

と
こ
ろ
▼
分
庁
舎
会
議
室
１

　

教
育
委
員
会
定
例
会
を
傍
聴
ご
希
望
の

人
は
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

次
回
の
教
育
委
員
会
は
、
７
月
24
日
㈬
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
教
育
総
務
課

　

　駅西口公園で恒例の「春のふれあいフェスタ」が開催されま
した。前日の大雨で屋外での開催が危ぶまれましたが、当日は
澄み渡る青空と草木の緑の生き生きとした営みが風とともに感
じられるまさにイベント日和となりました。
　当日は各団体によるステージイベントをはじめとする各種体
験コーナーや趣向を凝らした遊びのコーナーなどがあり、そこ
で無邪気に遊ぶ子どもたちの笑顔に触れ、心が癒されるととも
に小学生だった頃を思い出しました。
　当時の西口は、駅前に三井精機の大きな工場があり、駅はま
だ地上駅で、西口へは跨線橋を渡らなければならなかったこと
を覚えています。
　その後の工場移転による開発計画でさまざまな人たちが議論
を重ね、ついには、高崎線沿線でも珍しい駅前の都市型公園が
配置されることになったそうです。
　木々が生い茂る駅前の大きな公園、そこにあふれる子どもた
ちの歓声…、その計画に尽力された方々もこのような風景を思
い描いていたのでしょうか？ ふと感じた春の一日でした。

★ 交通事故統計 ★
─桶川市内の人身事故─

（毎年１月からの累計）

平成₂₅年
₃月末

平成₂₄年
₃月末

対前年
同月比

件　　数 77件 85件  －８件

死 者 数 ０人 １人 －１人

負傷者数 92人 101人 －９人

ヘルメット　ぼくのだいじな　おともだち

　５月～９月は光化学スモッグが発生しやすい時期で
す。警報などが発令されたときには、次のことに注意
しましょう。

光化学スモッグに注意しましょう

光化学スモッグとは
　工場や自動車などから排出される窒素酸化物や炭化
水素に、太陽の紫外線があたることにより発生します。 
　目やのどの粘膜に刺激を与え、健康被害を引き起こ
すことがあります。

光化学スモッグが発生しやすい気象条件　
天気　晴れまたは薄曇り 
風向　朝方に北よりの弱い陸風が吹き、日中南より
　　　の海風に変わる 
風速　日中の平均風速が４m/s以下 
気温　日最高気温が25℃以上 

光化学スモッグ注意報が発令された場合
・屋外での激しい運動は避けましょう
・目がチカチカしたり、のどに痛みを感じたりした

場合は、洗眼やうがいをして涼しいところで安静
にしましょう
※洗眼やうがいをしても良くならない場合は、すぐに医師

の診察を受けてください。
・乳幼児、お年寄り、病弱な人は、健康な成人より

も被害をうけやすいので、特に注意しましょう

光化学スモッグ発令情報入手方法
・インターネット（パソコンから）
　http://www.taiki-kansi.pref.saitama.lg.jp/
・インターネット（携帯電話から：各社共通）
　http://www.taiki-kansi.pref.saitama.lg.jp/m/

桶川市長　小 野 克 典

　 動 報 告

「下日出谷餅搗き保存会の餅つきに加えて頂きましたが、皆さんの
テンポの良い杵さばきについていけず大変ご迷惑をおかけしました。」

市長元気通信 かつ
どう ほう こく
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平成25年度　桶川市区長　一覧

　

4
月
₂₇
日
、保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、平

成
₂₅
年
度
桶
川
市
区
長
会
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
で
は
、
平
成
₂₄
年
度
事
業
報

告
お
よ
び
決
算
報
告
な
ら
び
に
、
平
成
₂₅
年

度
の
事
業
計
画
、
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

区
長
の
皆
さ
ん
に
は
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
・
花
い
っ
ぱ
い
運
動
・
・

　

桶
川
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で
は
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ

た
り
、「
街
を
き
れ
い
に
！
」
を
合
言
葉
に
、

様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
の
一
環
と
し
て
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に

対
す
る
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
町
会
や
子
ど
も
会
な
ど
の
団

体
が
、
力
を
合
わ
せ
て
地
域
の
公
園
や
広

場
ま
た
は
道
路
の
緑
地
帯
の
花
壇
な
ど
に

花
を
植
え
た
り
、
花
の
種
を
ま
い
て
「
花

い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
実
施
し
た
場
合
に
、

補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　

補
助
対
象
▼
種
・
苗
・
肥
料
・
土
な
ど

（
１
万
円
を
限
度
、
先
着
６
団
体
）

　

今
年
度
事
業
実
施
予
定
団
体
は
お
早
め

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
詩
自
治
文
化
課
︵
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
事
務
局
︶

　

市
で
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
多
く
の
人
に
認
知
症
を
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
認
知
症
の
人
と
そ
の
家

族
を
住
み
慣
れ
た
地
域
で
支
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

平
成
₂₅
年
度
春
の
叙
勲
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

次
の
方
は
、
長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
小
綬
章
（
地
方
行
政
事
務
功
労
）

浦
山
紘
一
さ
ん

　

次
の
方
は
、
長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章
（
防
衛
功
労
）

佐
々
木
正
剛
さ
ん

五味正英さん引地トシ子さん

講
座
を
実
施
し
ま
す
。

　

と
き
▼
６
月
19
日
㈬
午
後
２
時
～
３
時

30
分
（
１
時
30
分
受
付
開
始
）

　

と
こ
ろ
▼
加
納
集
会
所
（
パ
ル
レ
）

　

定
員
▼
30
人

　

主
催
▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー「
ハ
ー

ト
ラ
ン
ド
」

　

申
込
み
▼
６
月
14
日
ま
で
に
高
齢
介
護

課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
詩
高
齢
介
護
課

　

個
人
住
民
税
は
、
１
月
１
日
現
在
で
、

県
内
在
住
の
住
民
に
か
か
る
市
町
村
と
県

の
税
金
で
す
。
住
み
よ
い
県
や
市
町
村
を

つ
く
り
、
み
な
さ
ん
の
生
活
を
豊
か
に
す

る
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

個
人
住
民
税
の
納
付
書
（
普
通
徴
収
）

を
お
持
ち
の
人
は
、
７
月
１
日
㈪
ま
で
に

金
融
機
関
・
郵
便
局
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
税
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
税
の
納
付
に
は
、
口
座
振
替

が
便
利
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

区長会の協力事業
時　期 内　　容

5月1日～31日 日赤社資募集運動

5月1日～7月31日 社協会員募集と会費集金

5月12日 おけがわ春のふれあい
フェスタ

10月1日～11月15日 赤い羽根共同募金

11月15日～12月31日 歳末たすけあい共同募金

9月1日～26年3月31日 地域敬老事業

 秋　　頃 地区別体育祭

川田谷地区
地区名 氏名

樋詰 長嶋　光男
薬師堂 ○監 町田　良次
松原 小澤　一男
田向 ○副 礒田　基一
柏原 中島　利久
三ツ木 高橋　　栄
狐塚南部 渡辺　富二
狐塚北部 ○理 髙橋　　進
狐塚団地 早川　益男
岡村 島村　　勉
原 住谷　行雄
前領家 天沼　省司
天沼 高柳　　修
市場 永澤　久義
谷津 深谷　　覚
竹ノ内 本林　豊作

加納地区
地区名 氏名

加納東部 本木　利美
加納西部 島田　親雄
加納南部 齋藤　　寛
加納北部 大塚　秀夫
坂田東部 秋山　　勝
坂田東一丁目 蓮見　哲弥
坂田東二丁目 篠﨑　和美
坂田東三丁目・宮前西 ○理 相場　恒夫
坂田西 斉藤　敏雄
坂田細谷 細谷　良作
坂田堀ノ内 倉林　詢一
篠津 植野　　始
舎人新田 本木　　茂
五町台 白根　徳一
小針領家東部 平井　顕治
小針領家西部 ○監 井上　　正
倉田南部 星野　雄策
倉田北部 ○副 関口　俊一
坂田加納団地 中島　和夫
城跡団地 梅野　慶志
おけがわ団地 木暮　友春
倉田南部団地 赤山　豊次
加納武蔵野台 伊藤　秀樹

桶川地区
地区名 氏名

東１丁目 藤倉　正憲
東２丁目 花山　四郎
西１丁目 戸井田　明
西２丁目 小髙　　猛
南１丁目 髙橋　芳男
南２丁目 ○理 稲元　良作
北１丁目 ○計 小島　利彦
北２丁目 門脇　宗介
寿１丁目 府川　正男
寿２丁目 黒須　一夫
神明１丁目 門田　一男
神明２丁目 町田　義男
末広１丁目 野本　信吉
末広２丁目 ○副 川村　二郎
末広３丁目 片岡　成介
泉１丁目 ○会 廿楽　　実
泉２丁目 岡部　正男
東急ドエル 桶川ビレジ 菊地　　信
若宮１丁目 野本　公夫
若宮２丁目 ○理 新井　隆喜
パークタウン 若宮わかくさ 小野塚君子
パークタウン 若宮あかしや 大野　　大
鴨川１丁目南 伊井　輝之

地区名 氏名
鴨川１丁目北 岩﨑　　茂
鴨川２丁目 猪鼻日出男
朝日1･2丁目 橋本　金明
朝日３丁目 山﨑　光則
上日出谷東部 岸　　近夫
上日出谷西部 ○理 長島　　操
上日出谷北部 栗原　宏夫
下日出谷東部 小島　元夫
下日出谷西部 和久津久雄
下日出谷北部 鹿野　景之
東観団地 ○計 塩川　孝雄
殿山団地 石井　宏侑
久保団地 島村　宜次
日出谷団地 坂間　　満
日の出団地 新島　光明
けやき団地 外立　朝由

 ○会 ＝会長
 ○副 ＝副会長
 ○理 ＝理事
 ○計 ＝会計
 ○監 ＝監事

桶川地区

瑞宝単光章
（鉄道関連業務功労）

瑞宝単光章
（統計調査功労）

桶
川
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら

の
お
知
ら
せ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

ご
案
内

　

４
月
４
日
付
で
、
桶
川
市
介
護
認
定
審

査
会
委
員
と
し
て
次
の
人
が
市
長
か
ら
委

嘱
さ
れ
、
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
介
護

認
定
審
査
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
介
護
認
定
審
査
会
長
に
栗
原
広
孝

さ
ん
、
審
査
会
長
職
務
代
理
に
小
板
橋
好

さ
ん
が
選
任
さ
れ
、
次
の
６
つ
の
合
議
体

に
分
か
れ
、
各
構
成
員
が
要
介
護
認
定
申

請
を
し
た
人
の
介
護
度
（
ど
れ
く
ら
い
の

介
護
が
必
要
か
）
な
ど
の
審
査
判
定
を
行

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
高
齢
介
護
課

桶
川
市
介
護
認
定
審
査
会
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

桶川市介護認定審査会委員
（任期：４月４日～平成27年３月31日）（敬称略）

第１合議体 第2合議体 第3合議体 第4合議体 第5合議体 第6合議体

小板橋　好
（接骨師）

中嶋ノブ子
（福祉職）

天沼　眞弓
（薬剤師）

内田　幸子
（看護師）

佐藤　長徳
（福祉職）

渡辺　章恵
（薬剤師）

小泉つや子
（看護師）

野本　邦夫
（福祉職）

卜部　玲子
（歯科医師）

松尾　恭子
（保健師）

中野　佳子
（理学療法士）

山瀬　　亮
（福祉職）

黒沼　幸雄
（医師）

豊田　晶雄
（医師）

梅津　　聡
（作業療法士）

阿部　泰之
（福祉職）

笠原　英司
（医師）

栗原　広孝
（医師）

小林　　亘
（医師）

原田　宏一
（医師）

小島　直志
（医師）

長井　仁志
（医師）

柴臺まり子
（看護師）

花岡潤一郎
（歯科医師）

金子　隆志
（福祉職）

比留間郁男
（歯科医師）

田中　和成
（福祉職）

柳原　隆志
（歯科医師）

半澤　直紀
（歯科医師）

森住　由美
（介護福祉士）

望月　　基
（歯科医師）

福本　光子
（保健師）

渡辺　正敏
（医師）

弓削　一郎
（医師）

李　　　宇
（医師）

養田　純子
（医師）

６
月
は
個
人
住
民
税
︵
普
通
徴
収
︶

の
第
１
期
納
期
で
す

　

彩
の
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で
は
、

住
み
よ
い
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

長
年
に
わ
た
り
積
極
的
に
実
践
活
動
を
続

け
て
い
る
個
人
や
団
体
な
ど
に
シ
ラ
コ
バ

ト
賞
を
贈
呈
し
、
そ
の
活
動
と
功
績
を
表

彰
し
て
い
ま
す
。
地
道
な
実
践
活
動
を
続

け
て
い
る
方
々
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

　

受
付
期
間
▼
６
月
３
日
㈪
～
20
日
㈭

　

対
象
▼
地
域
で
活
動
す
る
個
人
、
団
体

な
ど
で
次
の
活
動
の
継
続
期
間
①
ま
た
は

②
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。
な
お
、
自
己

推
薦
は
で
き
ま
せ
ん
。

︻
活
動
の
継
続
期
間
︼

①
常
時
活
動
︙
日
常
的
な
活
動
を
８
年
以

上
現
在
ま
で
続
け
て
い
る
こ
と

②
定
期
的
活
動
︙
年
次
的
活
動
を
12
年
以

上
現
在
ま
で
続
け
て
い
る
こ
と

　

推
薦
方
法
▼
所
定
の
「
シ
ラ
コ
バ
ト
賞
」

推
薦
書
で
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

　

推
薦
者
１
人
に
つ
き
３
件
ま
で
推
薦
可

能
で
す
。
な
お
、「
シ
ラ
コ
バ
ト
賞
」
推

薦
書
は
、
自
治
文
化
課
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

　

審
査
・
選
考
▼
桶
川
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
お
よ
び
彩
の
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
で
審
査
・
選
考
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
自
治
文
化
課
︵
桶
川
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
事
務
局
︶

第
₄₅
回
シ
ラ
コ
バ
ト
賞
の
推
薦
に

つ
い
て

町
会
・
自
治
会
の
加
入
に
つ
い
て

　

昔
か
ら
、﹁
遠
く
の
親
戚
よ
り
、
近
く
の

他
人
﹂
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
会
・
自
治
会(

区)

で
は
、
住
み
よ
い

地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
様
々
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
町
会
・
自
治
会
へ
ご
加
入

い
た
だ
き
﹁
住
ん
で
よ
か
っ
た
﹂
と
思
え

る
地
域
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？

詳
し
く
は
詩
自
治
文
化
課

平
成
₂₅
年
度
桶
川
市
区
長
会
総
会
開
か
れ
る

納期内のご納付を
お願いします。

第
₂₀
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　本金明さん

瑞宝双光章
（消防功労）
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６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

で
す
。
人
権
擁
護
委
員
は
、
自
由
人
権
思

想
の
普
及
高
揚
に
努
め
る
こ
と
を
使
命
と

し
て
お
り
市
区
町
村
長
か
ら
推
薦
さ
れ
た

委
員
を
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
ま
す
。

　
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
の
行
事
と
し
て
、

人
権
に
関
す
る
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

と
き
▼
６
月
３
日
㈪
午
前
９
時
～
正
午

　

と
こ
ろ
▼
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
３

階
、
分
庁
舎
第
２
会
議
室

　

相
談
内
容
▼
相
続
、
離
婚
、
遺
言
、
近

隣
関
係
、
子
ど
も
の
い
じ
め
な
ど

　

詳
し
く
は
詩
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

　

市
で
は
、
過
去
の
悲
惨
な
戦
争
を
振
り

返
り
、
平
和
へ
の
願
い
を
次
世
代
に
伝
え

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
57
年

か
ら
、
毎
年
８
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の

期
間
を
「
平
和
を
考
え
る
10
日
間
」
と
し

て
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
今
年
も

市
民
の
皆
さ
ん
に
折
っ
て
い
た
だ
い
た
千

羽
鶴
を
広
島
市
・
長
崎
市
へ
贈
り
ま
す
。

平
和
へ
の
願
い
を
託
し
、
あ
な
た
も
鶴
を

折
り
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

募
集
期
間
▼
６
月
17
日
㈪
～
７
月
12
日

㈮
　

応
募
先
▼
自
治
文
化
課
、
分
庁
舎
、
桶

川
公
民
館
、
川
田
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

さ
く
ら
フ
レ
ン
ド
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
）、

サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ

　

そ
の
他
▼
折
り
鶴
は
１
本
の
木
綿
糸
に

25
羽
を
通
し
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

折
り
紙
と
見
本
は
応
募
先
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
自
治
文
化
課

平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
た
鶴
を
折
り

ま
せ
ん
か

　

公
園
内
を
開
放
し
、
自
由
に
見
学
が
で

き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

と
き
▼
６
月
28
日
㈮
～
30
日
㈰
午
後
７

時
30
分
～
９
時
（
雨
天
中
止
）

　

と
こ
ろ
▼
富
士
見
ホ
タ
ル
親
水
公
園

（
川
田
谷
１
７
６
７
―
１
）

　

主
催
▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
河
川
環
境
基
金
埼

玉
中
央
支
部

　

後
援
▼
桶
川
市
・
青
木
清
掃
株
式
会
社

※
駐
車
台
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

市
内
循
環
バ
ス
（
い
ず
み
の
学
園
前
下
車

２
、３
分
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
詩
環
境
課

桶
川
市
交
通
指
導
員
か
ら
の
お
知
ら
せ

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
実
施

会
場
の
変
更
に
つ
い
て

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
補
強
工
事

に
伴
い
、
東
公
民
館
視
聴
覚
室
で
行
わ
れ

て
い
た
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

実
施
会
場
が
６
月
よ
り
次
の
と
お
り
変
更

に
な
り
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
常
駐
し
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
い
る

人
の
疑
問
や
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

と
き
▼
毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
～
正
午

　

と
こ
ろ
▼
加
納
集
会
所
（
パ
ル
レ
）

　

費
用
▼
１
回
200
円

　

申
込
み
▼
予
約
不
要

　

詳
し
く
は
詩
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

　

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
不
正
請
求
や
不

正
取
得
に
よ
る
個
人
の
権
利
侵
害
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
本
人
通
知
制
度
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
を

「
あ
な
た
の
代
理
人
や
第
三
者
」
に
交
付

し
た
場
合
に
、
そ
の
交
付
の
事
実
（
交
付

日
、
交
付
し
た
証
明
書
の
種
類
な
ど
）
を

通
知
す
る
も
の
で
、
こ
の
制
度
を
利
用
す

る
場
合
は
、
事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
６
月
１
日
よ
り
登
録
有
効
期
限

は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

事
前
登
録
が
で
き
る
人
▼
市
の
住
民
基

ホ
タ
ル
観
賞
会
『
ホ
タ
ル
飛
ぶ
ゆ
う

べ
』
の
お
知
ら
せ

城山公園至
川
島
町

至
桶
川
駅

至北本

川越栗橋線

卍

上
尾
道
路

農協

桶川西高
いずみの学園

会場

　

平
成
25
年
度
桶
川
市
交
通
指
導
員
委
嘱

式
が
行
わ
れ
、
３
月
31
日
付
で
退
任
さ
れ

た
、
志
賀
幸
枝
さ
ん
、
横
井
松
子
さ
ん
、

大
槻
英
代
さ
ん
、
小
川
和
雄
さ
ん
の
長
年

の
功
績
に
対
し
市
長
よ
り
感
謝
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
大
変
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　
　
　

　

ま
た
、
４
月
１
日
付
け
で
新
し
く
庄
子

藤
子
さ
ん
、
加
藤
通
子
さ
ん
、
関
根
恵
美

子
さ
ん
、
関
根
美
和
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
市
内
児
童
の
交
通
安
全
の
た
め
、

今
後
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
安
心
安
全
課

住
民
票
な
ど
の
交
付
に
係
る
本
人
通

知
制
度
の
お
知
ら
せ

本
台
帳
、
ま
た
は
戸
籍
に
記
録
さ
れ
て
い

る
人

　

登
録
方
法
▼
運
転
免
許
証
な
ど
の
写
真

付
き
本
人
確
認
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　
　
「
本
人
通
知
制
度
」
の
流
れ

　
　
　
　

市
民
課
で
登
録

　
　
　
　
　
　
　

↓

　
　

代
理
人
な
ど
か
ら
の
交
付
請
求

　
　
　
　
　
　
　

↓

　
　
　
　

登
録
者
へ
通
知

　

詳
し
く
は
詩
市
民
課

７月６日㈯は、
土曜窓口を臨時閉庁します

（※）７月6日は第１土曜日に当たるため、高齢介護課および
　　環境センターについては、通常どおりお休みとなります。

6 月 ●桶川市役所／緯７８６－３２１１　姉７８６－９８６６
●教育委員会／緯７２８－４１１１　姉７２８－７３５３　　●社会福祉協議会／緯７２８－２２２１　姉７２８－２３１３

相　　　　談 相談員 相　　談　　内　　容 と　　　き と　こ　ろ 問 合 せ
法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚・相続などの法

律全般についての相談
７日㈮・１１日㈫・１９日㈬・２７日㈭・７月５日㈮・９日
㈫・１７日㈬・２５日㈭・２９日㈪　１４：00～１７：00 市役所相談室

秘書広報課

日曜法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚・相続などの法
律全般についての相談

１６日㈰・７月２１日㈰
１0：00～１２：00 市役所相談室

司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成
年後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

１３日㈭　＊次回は７月１１日㈭
１３：00～１６：00 市役所相談室

事業とくらしの相談 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容証
明、会社設立などの手続きの相談

３日㈪　＊次回は７月１日㈪
１３：00～１６：00 市役所相談室

不動産相談（予約制） 宅地建物取
引 主 任 者 不動産の売買、賃貸借契約等についての相談 ２６日㈬

１３：00～１６：00 市役所相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震な
どの相談

１５日㈯
９：00～１２：00

市役所第2会議室
電話可　緯７８６-３２１１

行 政 相 談 行政相談
委 員

国や県、公団・公社等への要望や苦情につ
いての相談

７日㈮　＊次回は７月５日㈮
１0：00～１２：00 市役所相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職 員

消費者金融等からの借金返済などに困って
いる方の相談 随時 市役所相談室

直通緯７８６-３４５0

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困っている
ことについての相談 随時 市役所相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談

３日㈪　１0：00～１６：00 アソシエ（さくらフレンド内）
人権・男女共同
参画課

１７日㈪　１６：00～２0：00 市役所相談室

人 権 相 談 人権擁護
委 員

悩みごと・相続・離婚問題・子どものいじ
めなどの日常生活でお困りのことの相談

１１日㈫
９：00～１２：00 地域福祉活動センター3階

内 職 相 談 市 役 所
職 員 内職に関する相談・案内 毎週水・金曜日（祝日を除く）

１0：00～１５：00
勤労福祉会館
直通緯７７３-１１２１（水・金曜日） 産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全般
についての相談

毎週月・火・木・金曜日（祝日を除く）
１0：00～１５：３0（１２：00～１３：00を除く）

市役所南庁舎2階
電話可　緯７８６-３２１１ 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 専 門
相 談 員

子どもたち自身や親からの、家庭・幼稚
園・学校などでの悩みや子育ての相談

毎週火・木曜日（祝日を除く）
１0：00～１６：00

子育て支援センター
電話可　直通緯７７７-７７0８ こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程

調整して決定
児童発達支援センター分室
緯７８７-５５６２

児童発達支援セ
ンター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みごと
の相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９：00～１７：00

桶川市教育相談所
直通緯７８６-３２３７

教育委員会学校
支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
１３：00～１５：00

地域福祉活動センター
直通緯７２８-２３６９

社会福祉協議会
結 婚 相 談 民生委員 結婚を望む方の相談 毎週土曜日（祝日を除く）

１３：00～１５：00 地域福祉活動センター

特
設
人
権
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

※この相談日のほか、定例人権相談も
ご利用ください
　(毎月第２火曜日)
　時間▶午前９時～正午
　ところ▶地域福祉活動センター　　
　　　　　☎728–2221

　毎週土曜日は、証明書等の
発行業務を中心に「土曜窓口」
として開庁しておりますが、７
月６日㈯は、住民基本台帳法
改正に伴うシステム調整作業
のため、本庁舎の土曜窓口は
臨時閉庁します。
　ご不便をおかけしますが、ご
理解とご協力をお願いします。

７月６日の土曜窓口

本　
　

庁　
　

舎

税 務 課

臨 時 閉 庁

収 税 課

市 民 課

障 害 福 祉 課

保 険 年 金 課

こ ど も 支 援 課
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情
報
ス
テ

シ

ン

健
康
ス
テ

シ

ン

い

し

に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

桶川市役所 緯７８６-３２１１
鯖７８６-９８６６

桶川市
教育委員会

緯７２８-４１１１
鯖７２８-７３５３

桶川市保健
センター

緯７８６-１８５５
鯖７８６-00９６

情
報
ス
テ

シ

ン

健
康
ス
テ

シ

ン

い

し

に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

　

相
続
・
遺
言
・
成
年
後
見
・
各
種
許
認

可
・
契
約
書
・
会
社
設
立
・
外
国
人
在
留

な
ど
に
つ
い
て
、
街
の
身
近
な
法
律
家

（
行
政
書
士
）が
無
料
で
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

と
き
▼
６
月
８
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後

４
時

　

と
こ
ろ
▼
桶
川
駅
自
由
通
路

　

申
込
み
▼
予
約
不
要

　

詳
し
く
は
詩
埼
玉
県
行
政
書
士
会
上
尾

支
部
☎
776
︱
３
３
６
７

　

古
式
銃
砲
や
刀
剣
類
を
所
有
し
て
い
る

人
で
登
録
証
の
な
い
人
、
新
た
に
発
見
し

た
人
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
に
発
見
の
届

出
を
済
ま
せ
た
う
え
で
、
県
の
登
録
審
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

と
き
▼
①
７
月
５
日
㈮
、
②
９
月
12
日

㈭
、
③
11
月
７
日
㈭
、
④
平
成
26
年
１
月

15
日
㈬
、
⑤
３
月
５
日
㈬

　

と
こ
ろ
▼
県
庁
第
３
庁
舎
講
堂

（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３
―
15
―
１
）

　

受
付
時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時
45
分
、

午
後
１
時
～
３
時

　

対
象
地
域
▼
県
内
全
域

　

持
ち
物
▼
①
登
録
を
希
望
す
る
古
式
銃

砲
ま
た
は
刀
剣
類

　

②
刀
剣
類
（
古
式
銃
）
発
見
届
出
済
証

お
よ
び
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
通
知
書

　

③
登
録
な
ど
に
係
わ
る
審
査
手
数
料
と

し
て
、
1
件
に
つ
き
６
︐
３
０
０
円
の
埼

玉
県
収
入
証
紙
（
市
役
所
、
埼
玉
り
そ
な

銀
行
、
県
庁
第
２
庁
舎
地
下
販
売
店
で
購

入
で
き
ま
す
）

　

④
外
国
製
銃
砲
に
あ
っ
て
は
、
概
ね
慶

応
３
年
（
１
８
６
７
年
）
以
前
に
我
が
国

に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
資
料

（
所
持
し
て
い
る
場
合
）

　

詳
し
く
は
詩
埼
玉
県
生
涯
学
習
文
化
財

課
☎
830
︱
６
９
８
６

　

受
験
資
格
▼
高
卒
見
込
み
の
者
お
よ
び

高
卒
後
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

　

試
験
の
程
度
▼
高
等
学
校
卒
業
程
度

　

第
１
次
試
験
日
▼
９
月
８
日
㈰

　

申
込
方
法
▼

︻
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
︼

http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

　

受
付
期
間
▼
６
月
24
日
㈪
午
前
９
時
～

７
月
３
日
㈬
※
受
信
有
効

　

詳
し
く
は
詩
人
事
院
☎
03
︱
３
５
８
１

︱
５
３
１
１
︵
内
線
２
３
３
３
︶

︻
郵
送
ま
た
は
持
参
︼

　

提
出
先
▼
人
事
院
関
東
事
務
局
☎
740
︱

２
０
０
６
～
２
０
０
８

〒
330
―
9712　

さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心

１
―
１
合
同
庁
舎
１
号
館

　

受
付
期
間
▼
６
月
24
日
㈪
～
28
日
㈮

行
政
書
士
に
よ
る
街
頭
無
料
相
談
会

の
お
知
ら
せ

※
消
印
有
効

　

受
験
申
込
書
請
求
先
▼
関
東
信
越
国
税

局
人
事
第
二
課
、
人
事
院
関
東
事
務
局

　

詳
し
く
は
詩
関
東
信
越
国
税
局
☎
600
︱

３
１
１
１
︵
内
線
２
０
９
７
︶

　

６
月
３
日
㈪
～
７
月
10
日
㈬
は
、
労
働

保
険
の
平
成
24
年
度
確
定
保
険
料
と
平
成

25
年
度
概
算
保
険
料
お
よ
び
石
綿
健
康
被

害
救
済
法
の
一
般
拠
出
金
の
申
告
・
納
付

手
続
を
行
っ
て
い
た
だ
く
時
期
と
な
り
ま

す
。

　

申
告
書
・
納
付
書
は
、
５
月
末
に
発
送

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

（
申
告
書
な
ど
の
記
入
方
法
の
説
明
書
も

同
封
さ
れ
て
い
ま
す
）
な
ど
の
説
明
に

従
っ
て
作
成
し
、
保
険
料
お
よ
び
一
般
拠

出
金
を
添
え
て
７
月
10
日
㈬
ま
で
に
金
融

機
関
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
詩
埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴

収
課
☎
600
︱
６
２
０
３

さ
い
た
ま
労
働
基
準
監
督
署
☎
600
︱

４
８
０
２

　

次
の
方
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
日
本
瓦
斯
㈱　

様

　

電
動
バ
イ
ク
１
台

　

電
動
自
転
車
２
台

　

詳
し
く
は
詩
契
約
管
財
課

交通事故被害者のご家族への
援護金について

　

と
き
▼
６
月
26
日
㈬
午
前
９
時
10
分
～

正
午

　

と
こ
ろ
▼
県
立
川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別

支
援
学
校
（
川
島
町
大
字
伊
草
字
南
向
野
780
）

　

内
容
▼
学
校
概
要
説
明
・
授
業
参
観
・

施
設
見
学
な
ど

　

申
込
方
法
▼
６
月
14
日
㈮
ま
で
に
問
い

合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
合
せ
詩
川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別
支
援

学
校
☎
049
︱
297
︱
７
７
５
３

　

と
き
▼
６
月
18
日
㈫
午
前
９
時
30
分
～

正
午

　

と
こ
ろ
▼
県
立
上
尾
特
別
支
援
学
校

（
上
尾
市
東
町
３
―
２
０
０
９
―
３
）

　

内
容
▼
学
校
概
要
説
明
、
授
業
見
学
、

質
疑
応
答
な
ど　
　

　

申
込
方
法
▼
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
①
氏
名

②
連
絡
先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
詩
上
尾
特
別
支
援
学
校
☎
774
︱

９
３
３
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ
770
︱
１
０
５
０　

　

と
き
▼
10
月
13
日
㈰
午
前
10
時

　

会
場
▼
獨
協
大
学
ほ
か

　

受
験
手
数
料
▼
８
︐
７
０
０
円

　

受
験
資
格
▼
保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野

で
原
則
と
し
て
合
計
５
年
以
上
か
つ
900
日

以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
人

　

受
験
案
内
書
の
配
布
場
所
▼
高
齢
介
護

課
・
桶
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
埼
玉
県

社
会
福
祉
協
議
会
（
６
月
７
日
㈮
～
７
月

10
日
㈬
の
開
庁
日
）

　

申
込
み
▼
簡
易
書
留
で
埼
玉
県
社
会
福

祉
協
議
会
ま
で
（
６
月
７
日
㈮
～
７
月
10

日
㈬
の
消
印
有
効
）

　

詳
し
く
は
詩
埼
玉
県
社
会
福
祉
協
議
会

☎
824
︱
３
１
１
１

　

中
小
企
業
で
は
、
協
会
け
ん
ぽ
へ
加
入

さ
れ
て
い
る
本
人
と
そ
の
扶
養
者
の
人
は
、

市
の
特
定
健
診
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
協

会
け
ん
ぽ
で
は
、
本
人
の
特
定
健
診
（
生

活
習
慣
病
予
防
健
診
）
の
申
請
書
は
、
直

接
事
業
所
に
送
り
ま
す
。
ま
た
、
扶
養
者

の
人
の
特
定
健
診
受
診
券
は
、
今
年
か
ら

直
接
自
宅
へ
送
り
ま
す
。

　

な
お
、
協
会
け
ん
ぽ
の
任
意
継
続
保
険

へ
ご
加
入
し
て
い
る
人
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

古
式
銃
砲
お
よ
び
刀
剣
類
の
登
録
審

査
の
お
知
ら
せ

平
成
₂₅
年
度
税
務
職
員
採
用
試
験

︵
国
家
公
務
員
︶
に
つ
い
て

労
働
保
険
の
更
新
手
続
並
び
に
一
般

拠
出
金
の
申
告
・
納
付
に
つ
い
て

県
立
川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別
支
援
学

校
﹁
第
１
回
学
校
公
開
の
お
知
ら
せ
﹂

県
立
上
尾
特
別
支
援
学
校　
﹁
学
校

公
開
の
お
知
ら
せ
﹂

埼
玉
県
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

受
講
試
験
に
つ
い
て

全
国
健
康
保
険
協
会
︵
協
会
け
ん
ぽ
︶

加
入
者
の
特
定
健
康
診
査

　

詳
し
く
は
詩
全
国
健
康
保
険
協
会
︵
協

会
け
ん
ぽ
︶
埼
玉
支
部
☎
658
︱
５
９
１
５

　

と
き
▼
６
月
11
日
㈫
午
後
１
時
～
４
時

（
受
付
は
正
午
～
３
時
30
分
）

　

と
こ
ろ
▼
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル

４
階
市
民
ホ
ー
ル

　

対
象
▼
平
成
26
年
３
月
に
大
学
・
短

大
・
専
門
学
校
卒
業
見
込
み
の
人
、
１
～

３
年
以
内
の
既
卒
者
の
人

　

そ
の
他
▼
予
約
不
要
、
入
退
場
自
由
、

履
歴
書
複
数
持
参
、「
参
加
企
業
一
覧
」

を
来
場
者
全
員
に
配
布
し
ま
す
。
参
加
企

業
名
は
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

（http://w
w

w
.kotaikyou-saitam

a.
ne.jp

）

　

詳
し
く
は
詩
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会

☎
647
︱
４
２
８
５

求
人
企
業
合
同
面
接
会
の
お
知
ら
せ

～
採
用
担
当
者
と
直
接
は
な
し
て
み

ま
し
ょ
う
～

「広報おけがわ」
の設置場所について

　市では、今までの公共施設などに加えて、新たに市内の一
部コンビニエンスストアに広報紙を設置しました。ぜひ、ご
利用ください。
設置場所
市役所本庁舎・分庁舎・保健センター・駅西口連絡所・東部
連絡所・子育て支援センター・桶川サン・アリーナ・教育委
員会・川田谷生涯学習センター・勤労福祉会館・勤労青少年
ホーム・地域福祉活動センター・各公民館・図書館・老人福
祉センター・市民ホール・べに花ふるさと館・中仙道宿場館・
桶川駅・桶川郵便局・おけがわマイン東武ストア・ギガマー
ト上日出谷店・さいたまコープ桶川店・マミーマート桶川坂
田店・マルエツ桶川店・ヨークマート（桶川店・下日出谷店）・
郵便局（神明・坂田・西一・日出谷・川田谷）

セブンイレブン（桶川加納店・桶川五丁台店・桶川高
校前店・桶川上日出谷店・桶川殿山店）・セーブオン
桶川朝日２丁目店・ミニストップ桶川上日出谷店・
ファミリーマート桶川加納店・ローソン桶川神明一丁
目店　※順不同

　詳しくは至秘書広報課

「ひまわりお悩み110番」
開設記念無料法律相談会
　とき▶6月29日㈯午後１時～４時

（受付は午後3時30分まで）※事前
申込不要
　ところ▶埼玉弁護士会法律相談
センター
　詳しくは至埼玉弁護士会法律相
談センター☎710－5666

埼玉県交通安全対策協議会では、県内在住の交通
遺児等を対象に、援護一時金を給付しています。

※「交通遺児等」とは、18歳以下の人で保護者（一
方または双方）が、交通事故（陸海空全ての交通事
故が対象）により死亡または重い障害を負った方を
いいます。
○給付対象者　平成24年４月１日以降、交通遺児等

となった県内在住の18歳以下の者
○給付額（子ども1人につき）　10万円（１事故に

つき１回のみ）
○給付時期　10月または平成26年４月
○申請書類　市町村、学校などで配布しています。
○提出期限
　10月支給分…８月31日まで
　平成26年４月支給分…平成26年２月28日まで
○提出先　みずほ信託銀行浦和支店（郵送または持参）
　（さいたま市浦和区高砂２–６–１８☎822-0191）
○問合せ至埼玉県県民生活部防犯・交通安全課
　☎830-2958

皆
様
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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